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Don't Be Evil

魔が差さないように

魔除け、お護り

守護神、守護霊

我らを悪より救い給え

持っていると安⼼

経営陣と株主・投資家の宣誓・契約



理想のコーポレート・ガバナンスイメージ

価値創造への直接⾔及はない

統合報告書におけるガバナンスの位置
75/91⾴（WICI優秀報告書6社平均）

⾻格、枠組み

価値創造そのものに効く

ワクワク、ドキドキ

持っていると「ご利益」がある

開運、招福

縁のある⼈やものが集まる

運気が上がる



【ガバナンスを⼀⾔で⾔うと︖】

「価値観反映の仕組み」

【その意味（⼼）は︖】
ご縁で結びついた、「ステークホルダー」が、

共有、共感する、「価値観」を、

運命を託する、「会社」に反映することで、

「運気」を上げる仕組み≒価値創造
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組織の価値創造ストーリーを映し出す多様な国内外アプローチ事例

自社の目的・ 特徴 経営方針

「 これから」 の姿への移行のための戦略
解決策

移行のための課題

これからの外部環境

厵
れ
叟
又

必要な資源

経営デザインシート（全社用）

提供する価値

提供先から得るもの

資源 ビジネスモデル群の統合 価値

主要な資源 事業ポート フォリオ提供してきた価値

提供先から得てきたもの

全社課題（ 弱み）

資源 ビジネスモデル群の統合 価値

事業ポート フォリオ

これまでの外部環境

厵
れ
厭
只

主要な資源

・ パーソナルモビリティ の提供によってステークホルダーに喜びを提供する
・ わたしたちは、 地球的視野に立ち、 世界中の顧客の満足のために、 質の高い商品を適正な価格で供給することに全力を尽く す。
・ 「 夢」 を原動力とし 、 この価値観をベースにすべての企業活動を通じて、 世界中のお客様や社会と喜びと感動を分かちあう こ
とで、 「 存在を期待される企業」 をめざして、 チャレンジを続けていきます

2030年ビジョ ンの実現に向けて、 限られた経営資源を有効活用し 、 既存ビジネスの転換や進化、 新価
値創造を行っていきます。
※各領域でKPIが設定されているものの社外非開示

・ 自主自立の独立資本

自社の強み
・ 外部性の内部化

知財： 自社専用専有の
知財

各事業の役割・ 相互関係等

二・ 四・ 汎による相互補完

自社の強み

二・ 四・ 汎によるシナジー効果

・ パーソナルモビリティ の提供
によって得られる有形無形の資
産、 売上15兆、 利益1兆、 国境
をこえ3100万人に喜びを提供

・ パーソナルモビリティ の提供
によって得られる有形無形の
フィ ード バッ ク資産

・ 適度な危機感の醸成
・ 過剰な個人尊重によるサイロ
化
・ 高齢化

＋要素
ローカライゼーショ ン、 分
散化

－要素
技術の陳腐化、 無力化
グローバル化、 集権化

・ 独自資本の効率化による
・ 共有資本化

自社の強み

知財： オープン化

各事業の役割・ 相互関係等

既・ 転・ 新の移転

自社の強み

多様な価値観の尊重による切

磋琢磨

・ 個人間の乖離を喜びに変換

・ 乖離の収集

・ 多様なシナリオ
・ 資本の可視化
・ 社内外エンゲージメ ント 強化

・ 外部資本の内部化
・ 内部座礁資産の回
復
・ 内部不良資産の外
部化

＋要素
ト ッ プダウン

－要素
先鋭化、 多様化
ボト ムアッ プ

・ 二・ 四・ 汎によるシナジー効果
知財

価値共創ガイダンス
ROESGモデル

3Mジャパン
VCDDツリー

オムロン
ROIC/SINIC他

海外事例①
インパクト評価

海外事例②
SROI評価

内閣府
経営デザインシート

企業価値



Spotlight分科会で形成されつつある仮説
• 各社に、個別固有の価値創造ストーリーが存在する

• 個別固有の価値創造ストーリーを可視化するアプローチ（ツール）は様々

• 現時点で最適、万能なツールを特定できない

• 複数のツールを補完活⽤することも可能

• 各社が適切なツールを活⽤し、エンゲージメントに活⽤すればよい
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各ツール、および各社のエンゲージメントの発展・普及は、
リーダー的存在（⼈的要素）によって、
アウトカムやインパクトが⼤きく変化する



これから⾒極めたいこと
価値観、Value

⼈

憑いてる経営、価値創造

ツール
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